
　　　

薩摩の教育と医学

　
鹿
児
島
医
学
校
の
流
れ
を
く
む

の
が
鹿
児
島
大
学
医
学
部
で
す
。

そ
の
た
め
、大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
あ
る
鶴
陵
会
館
の
中
庭
に
は
、

ウ
ィ
リ
ア
ム・ウ
ィ
リ
ス
の
レ
リ
ー
フ

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
医
学
部
の
ホ
ー
ル
も
、ウ
ィ
リ

ス
の
功
績
を
偲
ん
で「
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ウ
ィ
リ
ス
・
ホ
ー
ル
」と
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

英国に渡り多くを学んだ薩摩藩英国留学生、英国人医師
ウィリアム・ウィリスによる近代医療の発展。薩摩と英国の
結びつきは、日本の近代化を大きく進めました。

維
新

紀
行

第 4 話

次
回
は 

薩
摩
の
芸
術
と
文
化

現
代
ま
で
続
く

近
代
医
療
開
拓
の
証

明治維新150周年企画

ISHIN
かごしま

明治維新がもたらしたさまざまな変化を
分野ごとにご紹介します。
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初代文部大臣

森 有礼
Arinori Mori

　
第
一
次
伊
藤
博
文
内
閣
で
初
代
文
部
大

臣
に
就
任
。学
校
令
を
制
定
す
る
な
ど
教

育
制
度
の
確
立
に
尽
力
し
ま
す
が
、進
歩

的
な
性
格
が
誤
解
を
招
き
、大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
式
典
の
当
日
、国
粋
主
義
者
の

襲
撃
に
遭
い
、短
い
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

鹿児島県
歴史資料センター
黎明館蔵

西洋医学を広めた医師

ウィリアム・ウィリス
William Willis

　
鹿
児
島
医
学
校
の
初
代
校
長
を
務
め
、鹿

児
島
の
近
代
医
学
の
発
展
に
尽
力
し
た
英

国
出
身
の
医
師
。斉
彬
の
側
近
だ
っ
た
江
夏

十
郎
の
娘・八
重
と
結
婚
し
ま
す
。身
長
は

１
９
０
㎝
、体
重
も
１
０
０
㎏
以
上
あ
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
う 

か

じ
ゅ
う
ろ
う

　

薩
摩
藩
第
８
代
藩
主
島
津

重し
げ
ひ
で豪
は
、
鹿
児
島
城
の
眼
前
に
、

藩
校
・
造
士
館
と
医
学
館
を
設

立
。
教
育
や
医
学
の
発
展
の
基

礎
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
重
豪

の
影
響
を
強
く
受
け
た
の
が

第
11
代
藩
主
斉
彬
で
す
。

　

斉
彬
は「
郷
中
教
育
」に
こ
れ

ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
藩
士
を
長
崎
や
大
坂
、
江

戸
な
ど
に
積
極
的
に
留
学
さ
せ

る
な
ど
、教
育
制
度
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
藩
内
か
ら
選

ん
だ
人
材
を
琉
球
経
由
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
ひ
そ
か
に
留
学
さ
せ
る

計
画
を
立
て
ま
す
が
、斉
彬
の
急

死
に
よ
り
白
紙
と
な
り
ま
し
た
。

　

斉
彬
の
亡
き
後
、
そ
の
計
画

は「
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
」と
し

て
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

使
節
と
留
学
生
あ
わ
せ
て
19
名

が
、
生
麦
事
件
や
薩
英
戦
争
を

経
て
友
好
関
係
を
築
い
た
英
国

に
２
カ
月
か
け
て
渡
航
。
途
中
、

　

薩
摩
藩
英
国
留
学
生
が
英
国

に
渡
る
前
年
、横
浜
に
薬
局
を
設

立
し
た
英
国
人
が
い
ま
す
。
生

麦
事
件
の
検
死
や
薩
英
戦
争

の
負
傷
者
治
療
を
お
こ
な
っ
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
で
す
。

彼
は
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
と
と

も
に
鹿
児
島
を
訪
問
し
た
こ
と

や
、薩
英
交
流
が
縁
で
、戊
辰
戦

争
の
際
、
薩
摩
藩
の
野
戦
病
院

で
西
郷
隆
盛
の
弟
・
従
道
を
は

じ
め
と
す
る
負
傷
者
の
治
療
に

あ
た
り
ま
し
た
。
銃
弾
摘
出
や

麻
酔
を
用
い
た
手
術
な
ど
で
西

洋
医
学
の
技
術
の
高
さ
を
多
く

の
人
々
に
知
ら
し
め
ま
す
。
戦

後
、
西
郷
の
求
め
に
応
じ
て
鹿

児
島
に
赴
き
、
鹿
児
島
医
学
校

長
兼
病
院
長
に
就
任
。
外
科
、

内
科
、産
科
、眼
科
な
ど
が
設
置

さ
れ
、
最
先
端
の
医
療
機
器
を

備
え
た
こ
の
施
設
に
は
藩
外
か
ら

も
学
び
に
来
る
人
が
い
ま
し
た
。

廃
藩
置
県
で
鹿
児
島
県
に
な
っ
た

寄
港
し
た
香
港
の
ガ
ス
灯
で
彩

ら
れ
た
街
並
み
や
ス
エ
ズ

－

ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
間
で
乗
車
し

た
蒸
気
機
関
車
な
ど
、
西
洋
の

技
術
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
た
彼
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
ロ
ン

ド
ン
大
学
な
ど
で
科
学
や
歴
史

な
ど
専
門
的
な
分
野
を
学
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

留
学
生
の
１
人
、
森
有
礼
は

友
人
に
宛
て
た
手
紙
に「
古
い

考
え
方
な
ど
に
縛
ら
れ
た『
汚

魂
を
洗
濯
』し
、
大
局
を
見
極
め

る
視
野
と
判
断
力
を
備
え
て
い

き
た
い
」と
書
き
綴
っ
て
い
ま

す
。森
は
そ
の
後
渡
米
し
、見
聞

を
広
め
な
が
ら
、米
国
の
教
育
制

度
を
学
び
ま
し
た
。帰
国
後
、明

治
政
府
で
働
き
な
が
ら
、
一
橋

大
学
の
前
身
・
商
法
講
習
所
を
設

立
。
さ
ら
に
初
代
文
部
大
臣
に

就
任
し
、
教
員
の
養
成
機
関
や

学
校
制
度
の
整
備
な
ど
、
近
代

教
育
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

後
も
同
地
で
活
躍
し
、西
南
戦
争

に
よ
り
鹿
児
島
を
離
れ
る
ま
で

鹿
児
島
の
近
代
医
学
の
発
展
に

心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
リ
ス
は
鹿
児
島

医
学
校
で
、
東
京
慈
恵
会
医
科

大
学
の
前
身
・
成
医
会
講
習
所

を
創
設
し
、
日
本
初
の
医
学
博

士
と
な
っ
た
高
木
兼
寛
な
ど
、

多
く
の
医
師
た
ち
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

民
衆
の
健
康
に
高
い
関
心
を

持
ち
、藩
内
各
地
に
病
院
を
建
て

よ
う
と
計
画
し
て
い
た
斉
彬
。

彼
の
進
取
の
精
神
は
、彼
の
死
後

も
、
藩
内
の
多
く
の
若
者
に

受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
素
地
の
上
に
、

ウ
ィ
リ
ス
が
西
洋
医
学
の
高
い

技
術
を
持
ち
込
ん
で
鹿
児
島
医

学
校
の
学
生
た
ち
に
指
導
し
た

こ
と
で
、
明
治
維
新
後
、
鹿
児

島
の
医
学
は
進
歩
し
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

積
極
的
な
国
内
外
で
の
留
学

医
学
の
発
展
へ
導
い
た
英
国
医
師
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